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福
田
i

箸

『

改

定

經

濟

學

講

義』

第

！
卷

大
正
四
年
す
‘

1
=
^

大
倉
嘗
店
竊
行 

.
砲
版
二
百111

十
六
真
定
便
金
八
十
冗
錢
.

英

國

.正

統

派

の

唱

へ

た

る

學

說

を

經

V」
爲

し

填

大

利

.

. 

派

の

新

説

を

緯

ご

し

て

*
折

東

學

派

を

創

立

し

，
獨

逸

の

" 

爐
史
學
派
の
研
部
法
を
翁
酌
し
て
生
き
る
人
間
の

®
 

濟

的

活

動

の

w

§
九

を

唱

道

し
 

>
 
斯

學

に

1
-

新

方

面

を

開
 

拓

せ

し

は

彼

の

英

國

經

濟

學

者

の

.巨

，攀

K
A

ヌ

ド

ッ

ド
® 

t

1

シ

ャA

敎

授

其

人

に

外

な

ら

す

0

其

の

著

『

經

濟

，
 

狠

論

』

が

發

表

f

旣

に

1

世

紀

の

四

年

斯

に

達

せ

る

に
 

も

拘

ら

す

"

尙

ほ

依

然

W

し

て

學

界

の

機

威

ね

る

は

蓋
 

し

偶

然

の

結

果

に

非

ざ

る

な

-
-
0 

く

も

經

濟

學

を

知
 

ら

ん

5

欲

す

る

者

は

之

を

反

®

熟

®

せ

ま

し

て

可

な

ら
 

ん

や

0

而

か

も

マ

氏

の

义

體

は

邦

人

に

取

-=v

て

は

必

す
 

し

も

平

具

明

决

な

-
^
ビ

云

ふ

こ

ご

能

は

ざ

る

の

减

な

き

に
非
す
。

‘
，

此
重
要
な
る
而
.か
も
通
讀
易
か
ら
ざ
る
名
著
を
ぱ

流
：：； 

暢
玲
瑞
な
る

邦
文
を
以
て
解
説
せ
る
も
め
は

"

福
田
博 

士

の

r

經
濟
學
講
義』

な
-S

W

す
。
さ
れ
ダ〜

此

『

講
- 

義』

：
 

は
盤
に 

マ
1

シ
：>
 

グ
敎
按
の
學
說
を
譯
述
せ
る
の
、
 

み
：に
非
す
し
て
、
：：泰
西
諸
大
家
の
說
を
引
用
し
、
加
ふ 

る
に
傅
*
自
身
の
見
解
を
栽
せ
 

>

.

.务
問
題
の
集
約
的
研
：
 

究
を
試
み
た
る：
'も&

な
ら
。
' 1

度

び

；
之

を
®

か
ん
か
、 

博
士
の
，庫
利
な
る
論
法
ヒ
該
博
な
る
識
見
は
紙
而
に
踏 

如
れ
.
る
を
覺
ゅ
0

此

書

，上

梓

せ

：
ら

ゃ

洛

陽

の

紙

®

’ 

爲
め
に
騰
か
-
^
し
は
故
な
，き
‘に
菲
ら
す
ビ
謂
ウ
可
き

か
力
，
 

'

,

此
誉
0
初
版
は
.'明
治
四
十
年
に
出
で
マ
其
後
版
を®
- 

ぬ
る
：こ
S
數
囘
"
最
近
に
於
て
絕
版
'に
#
せ
ら
れ
し
が 

今
囘
著
卷
は
大
に
其
内
容
の
組
織.を
變
更
し
て
其1

部 

を
發
表
せ
ら
れ
た
-
^
9
.
是
れ
即
も『

改
定
經
濟
學
請
義J

 

第

.

1

卷

な

V

し
す
0
改
定
前
に
於
て
は
マ
ー
シ
ャ

\

の 

學
說
.をm

孙
的
に
紹
、介

一

在

節

#
に
博
モ
自
身
の
助

.
評
能
释
を
施
す
の
方
法
る
探-
^
た
る
が
"

新

版

に

.
於

て 

は
ャ
ー
シ
ャ
ル
氏
の
説
ど
‘註
驛

V

し
を
全
く
分
離
し
て
、 

兩
者
を
各
々1

括
し
て
系
統
的
に
列
戴
せ
る
を
以
て* 

改
足
版
は
原
著
書
並
に
博
士
の
思
想
を
組
織
的
.に
窺
ふ 

こV

し
を
得
る
點
に
於
て'
*
版
に
優
れ
-
^
云
は
ざ
る
可 

か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す> 
譯
文
並
に
評
释
を
通
じ
て
足 

R

1

段
の
改
嵐
推
敲
を
ふ
加
へ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
本 

霞
は
改
版
ご
稱
す
る
も
寧
ろ
新
著
述
ど
看
做
す
可
き
も 

，の
な
る
が
如
し0
,

本
書
は
全
部
を
六
懇
れ
分
ち
順
次
上
梓
せ
ら
る
 >

"豫 

定
な
-

^

ざ

K

ふ
0

今
间
發
表
せ
ら
れ
た
る
第1

卷
に
載 

す
る
所
は『

序
論J

v
j

其

の『

補

論』

に

，し

て

"

序

論

は

即
 

ち >

 

1

シ

ャ

ル

氏

r

原

論』

第

一

卷

r

序

論

‘

』

.
の

紹

介

に
 

し
てT

補
論』

は
福
旧
博
士
がt

氏
の
提
出
.せ
る
务
問 

题
に
就
き
て
更
に
諧
方
面
ょ
-
^
研
嚴
せ
ら
れ
れ
る
成
果 

を
载
せ
た
A

O

吾
人
は
學
生
の
み
な
ら
す
學
者
に
對
し 

て
も
♦

大
の
刺
戟
を
與
ふ
る
本
書
の
續
編
が
全
部

1

日 

も
早
く
發
表
せ
ら
れ
んY 3

を
を
希
はh

る
を
得
す
。

站
九
⑩

(
I

n

七
九)

批
評
と
紹
介

.歡w
l
r
l
F

現

代

式

商

猫

；
の

；
經

營

1
.
V

 

:

,
 

俊
藤S

服
部
‘

S

服
.
，
楚

個

齋

则

八

拾

鋭 

題

し

て

商

店

の

經

營

ビ

ぃ

乂

も

各

種

の

商

店

会

般

に
 

百
T

.
て

商

業

經

營

の

：1:

般

方

法

を

說

明

せ

る

：
敎

料

書

：的
 

の

著

作

に

#

す

0

現

代

武

の

小

賣

商

店

跳

に

主

ご

し

て
 

大

規

模

な

る

小

賣

商

店

の

經

營

方

法

に

開

し

..て

著

者

多
 

年

の

研

究

の

結

果

を

列

序

せ

る

も

の

な

-

說

ぐ

所

、
，
，
 

小

賣

商

の

組

織

設

備

及

び

運

用

ょ

6

服

賣

の

方

法

®

落
 

吸

引

の

.手

.段

.に

宜

り

て

、

小

賣

直

段

、
ル

賣

の

經

費

、
事
 

務

の

整

理

、
i

の

方

法

み

駒

引

版

賣

"

通

信

販

賣

"
願
 

客

，の

待

遇

等

に

關

す

る

進

，步

せ

る

歐

来

商

店

の

實

狀

ゾ
レ 

我

國

に

.於

け

る

其

應

用

の

適

否

並

に

方

法

を

盡

し

、

全
 

篇

3

十

六

章

五

百

ニ
！：

十

買

を

'算

す

る

此

種

近

来

の

1

大 

著

述

な

-

. 

‘

著
者
は
三
越
吳
服
店
員
ど
し
て
多
年
此
方
面
の
實
驗 

を
有
し
，
又
.斯
業
視
察
の
爲
.に

廣

く

歐

米

各

國

を

巡

.藤
 

し
て
見
學
を
爲
せ
る
人
ひ
，
其
所
髓
の
實
際
的
に
じ
て
熊 

く
彼
我
の
長
®
を
替
て
る
賞
に
此
®
著
作
中
の
白
眉
ご

I

鎮
十
二
魏
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S

H

H

y

a

l

M

i

R

n

M

h

鶴

九

餘(
一
四
八
0)

批
評
と
紹
介

云

ふ

可

く

％
，著

者

が

序

文

に

於

て

r

英

米

に

於

け

る

商 

店

の

實

際

に

鑑

み

，之

を

親

國

の

現

狀

に

照

し

♦
其

利

害 

の
存
す
る
'所
を

述

ぺ

，
，就

い

て

學

ぶ

ぺ

しざ
信

じ

た

.る 

事

は

細

大

ミ

な

ぐ

之

を
^

^
し4

^
」

ヒ

云

へ

る

'其

所

言 

は

}
に
正
，礼

腿

瓶

な

き

本

：書.の
實

質

，

W

い
ふ
：可

し
0 

‘
唯
，
 

本

書

の

實

質

斯
©
如

く

な

る
が

故

.
に

本

書

は

書

籍

に

依
 

A
yて
商
業
.の
贊

際

の

大

要

を

學

ぱ

ん

£
:
す

る

學

生

向

の 

も
の
に
'
#す
b
寧

み

食

際

に

商

業

に

從.事
し
：つ
'
、
あ
る 

商

家

の

患

人

並

に

店
t
tの
货

に

最

も

適

切

な

る

き

考

書 

た

-
 ̂

V
J

云
ふ
'可
し

。

.

斯

，る

參

考

書

ヒ

し

て

之

を

觀

れ

ぱ

角

®

®

に

惋

み 

改
良
に
怠
る
本
邦
商
人
に
對
し
て
英
米
の
進
步
的 

商
人
，の.實
.行
せ
る
肖
設
を
説
き
注
意
す
可
き
事
觸
を 

詳

示

せ

る

，，著

紫

の

勞

は

多

し

ざ

.す

.可

き

も

、
，
‘
就

中

吾

人
 

の
本
書
に
最
も
喜
ぶ
所
は
邦
人
の
鬼
角
短
所
、；

J

せ
る
'精 

織
な
る
i

的
.觀
念
の
必
要
を
細
說
せ
る
，點
ご
"
我
が 

所I
i
.

る
新
進
的
實
業
靑
年'に
有
勝
な
る
1

的
艘
做
の 

i

を
：說
示
す
る
に
勉
め
ね
る
ビ
の
ニ
點S
5

^

0
此

路
十
二
職
，

馳
に
’於
て
著
弟
が
：
f

早
各
雜
施
設
に
就
き
著
裁
多
年
の 

輕
驗
上
i

タ
與
へ
た
る
注
意
は
推
ふ
新
§.
營
法
の 

.タ
擧
說
明
ょ
*
®

V

も
.更

大

，な
.
.る
一
可
ぐ
、

此

黏

.よ

タ

し

て
 

本
書
は
.新
.智
識
あ
.る
舉
校
出
身
の
店
貫
並k
實
傘
學
校 

の
學
生
に
取
ぐ
て
頗
る
有
悪
の
愈
考
書
な
る
可
し
0

著 

書
.：

に
於
てr

理
屈
を
論
せ
ん-6:

り
も
寧
ろ
事
實 

を
：語
る」

§

言
へ
みyj.

雖

も

此

，黯

に

於

て

吾

：人

は

：寧

ろ 

ホ
#

を

以
.て
：實
業
方
面
の
算
理
論.
^說
け
る
も
のW

評 

す
る
に
禱
躇
せ
す
。：

本
#
！

は
勿
論
商
人
の
絶®

經
濟
的
見
地
ょA

如
何
に 

せ
ぱ
最
大
の
利
翁
を
，擧
げ
得
可
ぎ

5
-

を
說
け
る
も
の
、 

從
ウ
て
其
摧
獎
す
る.施
設
方
法
の
必
す
し
も
國
民

S

濟 

上
最
有
利
の
も
め
ビS

S

す
可
ら
ざ
る
や
論
な
しP
 

'即 

ち
本
書
'
は
徹
頭
徹
尾
商
家
私
經
濟
上
の
敎
科
書
な
-=

N

愈 

考
書
な
ヶ
0

而
し
て
此
點
ょ1

芦
へ
ぱ
吾
人
は
著
者
に 

向
ウ
て
：小
規
模
の
小
賣
商i

營
に
.
就
て
今1

步
進
め
‘ 

る
著
蒋G

f

脈
見
を
明
說
せ
ん
事
を
.望
全
ざ
る
を
得
す
0
 

大
商
店
の
經
營
に
學
ぶ
可
き
點
參
ぎ
は
熟
に
寒
書
の
言

I

g

a

g

i

i

i

の
如
し
ざ
離
も
、
著
者
がK

f

 

て
詳
に
氣
ぐ
る
舞
の‘
、あ

意

を

加

へ

た

る

ょ

'

&

觀
れ
ぱ
％ 

單

に

大

，賣

U
!
!
©

躯
營
方
法
を
參
考
に
供
すS
K

:へ
る
丈 

に
て
は
悟
厳
：き
我
大
褒
數
の
商
家
商
人
に
は
能
く
邊
奪 

資
料
れ
阻
©

し
利
用
し
..得
る
程
の
能
力
を
期
待
す
る
を 

得
ざ
る
可
し
。
，惟
'ふ
に
我
國
の
小
廣
商
業
は
命
尙
は
大 

部
分
小
規
模
な
る
小®
.

商
人
の
掌
®

に
f
f
i
.り
0

是
等
の 

徒
に
向
つ
て
現
代
式
經
營
法.，の

®

用

方

法

を

說

く

こ

ご
 

0
P 
.に
慨
摇
的
略
武
的
な
☆
し
は
吾
人
の
大
に
本
書
に 

惜
む
哺1

の
點
な
i

o

ハ.氣
贺
勘
重)

：

，
.

‘
^

€

1

:

1
箸̂
，

r

賞

德

及

物

價

の

原

理』

.

大
正
四
年'十一

月
‘ 

斯
販
.
3百
.五
十
お
直束

京
賞
文
館
發
行 

定
慎
金
叠
圓
襄
拾
錢

，本
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